
九州大学 

東アジア地域統合論 

実施期間：2013年 10月~2014年 1月 

 

 

第 1回  「東アジア共同体研究入門」 

（10月 2日） 松原孝俊（九州大学・教授） 

 

第 2回  「東アジアにおける日韓連携研究」 

（10月 9日） 小此木政夫（九州大学・特任教授） 

 

第 3回  「東アジア文化圏の形成」 

（10月 16日） アンドリュー・ホール（九州大学・准教授） 

 

第 4回  「東アジア経済統合論」 

（10月 23日） 加峯隆義（九州経済調査協会・次長） 

 

第 5回  「日中韓科学技術コミュニティー」 

（10月 30日） 岩淵秀樹（文部科学省・課長補佐） 

 

第 6回  「東アジア共同体とは何か」 

（11月 2日） 角南篤（政策研究大学院大学・准教授） 

 

第 7回  「二つの金融危機から学ぶ日アガしアジアの経済連携」 

（11月 13日） 金ヨンジェ（釜山大学校経済学部・教授） 

 

第 8回  「東アジアにおけるエネルギー消費の急増と環境汚染の深刻化」 

（11月 20日） 寺岡靖剛（九州大学大学院総合理工学府・教授） 

 

第 9回  「政治学から見た東アジア共同体論」 

（11月 27日） 崔慶原（九州大学・助教授） 

 

第 10回  「東アジア共同体論の必然性」（学生によるプレゼンテーション） 

（12月 4日） 松原孝俊・金ヨンジェ 

 

第 11回  「日韓 FTA交渉と障害要因」 

（12月 11日） Robert Edwin Kelly（釜山大学政治外交学科・副教授） 

 

第 12回  「東アジアの歴史摩擦と和解可能性」 

（12月 18日） 李弘杓（九州大学・教授） 

 

第 13回  「東アジア地域統合論と通貨・金融統合」 

（1月 8日） Michael Begin（釜山大学国際学部・教授） 

 

第 14回  「アジア共同体の創成をめぐる提言」 

（1月 15日） 佐藤洋治（ワンアジア財団・理事長）・松原孝俊 

 

第 15回  「試験」 

（1月 22日） 松原孝俊（九州大学・教授） 

 

※講義日程および内容は講師の都合等により変更になることがあります。 


